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本号は 2013 年役員の選出報告、昨年末で任期を終えた旧役員から 2013 年新役員への引継ぎミーティ

ング、新旧役員からのご挨拶、LMAG-Tokyo の現況報告です。 
 

1. 2013 年役員の選出報告 
東京支部の諸手続きに準じ、LMAG 役員会＊にお

いて次期役員候補を選定・公告・決定しました。 
・2012 第１回 LMAG 役員会（2012.06.29）にて候 

補者決定 
・8 月 30 日付けで会員にメールなどで公告し追加指

名を求めたところ、期日の 9 月 30 日までに別候補

の追加指名はなく、10 月 3 日第３回 LMAG 役員

会で、下記候補者を LMAG 役員会決定とした。 
Chair     ：多田 邦雄 (東京大学名誉教授) 
Vice Chair ：持田 侑宏 

 (フランステレコム株式会社) 
Secretary  ：三木 哲也 (電気通信大学)   

・11 月 30 日、【IEEE 東京支部 LMAG 広報】 にて、

追加指名公告の結果と新役員決定報告を会員に

配信。   
＊LMAG 役員会： Chair, Vice Chair, Secretary で構

成。オブザーバーとして東京支部 Secretary。 
 

2. 新旧役員引継ぎミーティング模様 
 2012 年 12 月 27 日（木）16 時から IEEE ジャパン・

オフィス（東京都港区南青山 1-1-1 新青山ビル東

館 19 階）において、新旧役員引継ぎミーティングが

行われました。ここではできるだけスムースな引継ぎ

が行われるよう、旧役員側から以下の内容を中心と

した説明、続いて質疑応答が行われました。 
１） LMAG は自由度を生かして活動することが望ま

しい。 
２） 定例的な関連行事、大まかな年間スケジュー

ル。 
３） IEEE 本 部 作 成 の “ IEEE Life Members 

Affinity Group Management and Procedures” 
などをもとに LMAG-Tokyo の ２年余の活動経

験も織り込んで作成した内規“LMAG-Tokyo 
Management and Procedure”。 

４） その他 LMAG 運営上の提案など。 
 

 

 

３．新旧役員からのご挨拶 
 3.1 前役員 (2010.10.08 – 2012.12.31） 

東京支部に LMAG が誕生したのは 2010.10.08、

たまたま IEEE Day の日でした。それ以来２年余、

最初は試行錯誤の連続でしたが、多くの関係者のご

支援のお蔭で何とか軌道に乗せることができました。 
その過程で、LMAG が果たすべき役割の一つは

Life Member の持つ経験・知識を次世代・次々世

代に伝えていくことである、との考えのもと、GOLD 
(Graduates Of the Last Decade)や JC (Japan 
Council) の WIE (Women In Engineering) の皆さ

んとの交流に力を入れる方向で講演会や交流会を

開催してきました。まだ緒に就いたばかりですが、この

ような活動を通して新旧世代間の相互理解が進むこ

とを期待しています。GOLD, WIE また東京支部 
TPC(Technical Program Committee)の皆さんには

お世話になりました。 
また JCHC (Japan Council History Committee)

が精力的に推進された IEEE Technical Tour of 
Japan (2012.05.20-28) へのお手伝いや総会日に

遭遇した東日本大震災も印象に残る出来事でした。 
一方、IEEE 関西支部においても 2012 年１２月１

９日に LMAG-Kansai が創立されました。また多田新

Chair が Region 10 の Regional Life Members 
Coordinator に就任されます。今後、新役員のもと、

LMAG 活動が関西、さらには Region 10 などとの

連携を含めてますます盛んになることを祈念します。 
Chair： 葉原耕平、Vice Chair： 臼井支朗、 
Ｓｅｃｒｅｔａｒｙ： 持田侑宏 
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3.2 新役員(2013.01.01 –   ） 

新年おめでとうございます。この程、新三役を仰せ

つかりました。宜しくお願い申し上げます。 
ご存知のように、Life Member は 65 才以上、 か

つ年令＋会員年数が 100 を超えたその翌年から資

格が与えられ、以後 member fee 免除などの特典が

あります。LMAG は支部内の Life Member 全員の

ための組織ですが、LMAG 設立済の支部は少なく、

全世界でも 70 余、Region 10 では 5 に過ぎません。 
LMAG の活動目的は、経験豊かな Life Member

のボランタリーな活動により、メンバーの更なる能力向

上、社会貢献、相互交流親睦などを通じて、広く会

員の便益向上、IEEE 活動さらには人類の幸福・繁

栄に寄与することなどですが、具体的な活動方法に

は統一的な手本や基準は少なく、各 LMAG の創意

工夫や熱意による面も多いようです。 
東京支部 LMAG (LMAG-Tokyo) は３年前からの

創立準備以来、葉原初代Ｃｈａｉｒを中心に活動を立ち

上げ、運営を確立してこられました。我々は,多彩な

講演会の開催と本ニュースレター発行を柱とする実

績伝統を引き継ぐと共に、先月に創立された関西支

部 LMAG との連携や海外 LMAG との連絡などにも

乗り出したいと考えております。なお、葉原初代 Chair
は、Region 10 の Outstanding Volunteer Award を

受賞されることに決定しました。         
LMAG-Tokyo の会員の皆様方、さらにはその活動

に興味や関係をお持ちのあらゆる年代層の東京支部

会員の方々には、LMAG-Tokyo をより身近に感じて

諸行事に積極的にご参加頂き、さらには今後の活動

に対して様々な機会を通してご提言、ご協力、ご貢

献を頂けますよう、新三役一同、お願い申し上げる次

第であります。  
Chair： 多田邦雄、Vice Chair：持田侑宏、 
Secretary： 三木哲也  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

新役員 向かって左から 
三木 Secretary, 多田 Chair, 持田 Vice Chair 

 

４．LMAG-Tokyo の現況 

 LMAG-Tokyo では 2013 年 1 月 1 日付けで新た

に 64 名の新メンバーをお迎えし、トータルで 481 名、

Region 10 の Life Member 数の 4 割を擁しています。

発足時の 362 名に比べて３割の大幅増加で、喜ば

しい限りです。新メンバーの方々におかれてはこれを

機に LMAG 活動に積極的にご参加くださるよう、お

願い致します。なお、これまでのメンバー数の推移は

以下の通りです。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

イベント情報 
ＬＭＡＧ総会など東京支部総会関連行事は 3 月

14 日開催の予定です。後日詳しくご案内します。 
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  2010.12. 2012.1.31 2013.1.8 

 Fellow 123 151 169 
 Senior 52 66 74 
 Regular 185 214 238 
 Total 360 431 481 
 

前役員 向かって左から 
持田 Secretary, 葉原 Chair, 臼井 Vice Chair 
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